
４年連続４回目

〈町田一心会八ヶ岳ヒストリア〉

平成28年７月29日～31日

南八ヶ岳リベンジ夏の山旅

平成２７年８月２２日～２３日 

平成２６年６月７日～８日 

平成２５年７月５日～７日 

平成２８年７月２９日～３１日    

リベンジエリア          



平成２５年７月５日～７日
　　1日目：美濃戸口→阿弥陀ヶ岳→横岳→赤岳頂上山荘
　　２日目：硫黄岳中止→行者小屋→美濃戸山荘→新宿魚や一丁（打ち上げ）

平成２６年６月７日～８日
　　1日目：ロープウエイ→.坪庭→雨池峠→縞枯山→茶臼山→大石峠→麦草峠→麦草ヒュッテ泊
　　2日目：.丸山→高見石小屋→中山展望台→ニュウ→白駒池→麦草ヒュッテ→小斉の湯

平成２７年８月２２日～２３日
　　1日目：蓼科山登山口→蓼科山→蓼科山荘
　　2日目：大河原→双子池→横岳→ロープウエイ



　　　　新宿バスタから茅野（泊）→早朝バス美濃戸口

美濃戸口で軽い朝食（フランスパン、燻製ハム、トマト、卵、チーズ、牛乳）

赤岳から硫黄岳へのチャレンジ、リベンジ準備万端

八ヶ岳の雰囲気、じわじわ



　八ヶ岳と言えば『苔』　それでは国歌斉唱お願いいたします。
きぃみぃがぁ～よぉ～は、ちよにやちよに・・・・・苔のむぅ～すぅまぁ～で

沢沿い、谷あいと行くてを阻む困難にヨロピクと立ち向かう竹安ヨロピク隊長

めざすは眼前の赤岳頂上山荘、天気は晴れ

行者小屋に着いてランチ、誰とは言わないが、態度と顔はでかい



勇壮な硫黄岳・横岳・赤岳をバックに
何とも軟弱な深岳、松岳、竹岳、古岳

気温１２度、心地よい風が世間の風のように冷たく

赤岳直前にして暗雲、またしても霧ガス発生したでガス

赤岳山頂に15：30着



赤岳頂上でのご来光4時45分

本日の眩しさは他人の幸せを羨む以上

赤岳頂上山荘前にて乾杯そして夕食の儀式

赤岳頂上山荘から遠くに富士を望む

赤岳頂上山荘は崖っぷち我々と同様



横岳目指して下りに下る、振り返れば赤岳頂上山荘

　正面に見えるのが横岳　まぎらわしいな（古川）

赤岳、横岳制覇、後は言うまいやっぱり硫黄岳

八ヶ岳はどこでもここでも360度パノラマ、我々はぱっぱらぱぁ

はるか遠くには富士山



苦節４年目の最後の砦、硫黄岳

岩上に泰然磁石これぞ八ヶ岳

快晴の八ヶ岳硫黄岳（2,760ｍ）



美濃戸口にて無事リベンジの乾杯

下りに下ります

美濃戸口に着


